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「

ラ

ベ

ル

関

連

ミ

ニ

機

材

展
」
改
め
「
ラ
ベ
ル
フ
ェ
ス
タ

in
 T

o
k

y
o

 2
0

2
4

」
は
、
三
月
二

日(

土)

に
、
港
区
の
都
立
産
業

会
館
浜
松
町
館
に
於
い
て
二
十

六
社
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

「
ラ
ベ
ル
関
連
ミ
ニ
機
材
展
」

は
、
平
成
三
十
年
の
十
一
月
に

「
第
二
〇
回
」
を
開
催
し
ま
し

た
が
、
そ
の
後
新
型
コ
ロ
ナ
騒

動
で
三
年
連
続
開
催
が
中
止
と

な
り
、
今
回
名
称
と
会
場
を
新

た
に
し
て
五
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

  

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

   

 

    

午
前
十
時
に
開
場
と
な
り
、

田
中
祐
正
札
シ
ー
ル
組
合
理
事

長
が
開
会
の
挨
拶
を
行
い
、
十

時
半
か
ら
前
半
の
ブ
ー
ス
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
が
企
画
さ

れ
、
十
二
時
半
か
ら
は
全
日
本

シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合
連
合
会

の
田
中
祐
会
長
が
「
営
業
力
を

強
化
し
て
新
規
顧
客
を
獲
得
す

る
方
法
」
と
題
し
て
講
演
を
行

い
ま
し
た
。 

  

 

午

後

一

時

半

か

ら

は

後

半

の
ブ
ー
ス
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行

わ
れ
、
北
島
理
事
長
が
各
ブ
ー

ス
で
出
店
の
目
的
や
主
力
商
品

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。 

午

後

三

時

か

ら

は

大

阪

の

丸
紀
印
刷
の
金
光
雅
志
社
長
が 

 

 

 

 

「

色

合

わ

せ

対

決 

職

人

の
技
Ｖ
Ｓ
電
子
は
か
り
～
い
つ

ま
で
勘
に
頼
っ
て
い
る
ん
で
す

か
～
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い

実
際
に
イ
ン
キ
を
練
っ
て
、
職

人
の
勘
と
電
子
は
か
り
と
ど
う

違
う
の
か
を
実
演
し
て
見
せ
ま

し
た
。 

五

年

ぶ

り

の

開

催

と

あ

っ

て
会
場
と
名
称
も
新
た
に
生
ま

れ
変
わ
っ
た
「
ラ
ベ
ル
フ
ェ
ス 

タ
ｉ
ｎ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２

４
」
へ
の
関
心
は
高
く
、
二
十

六
社
が
最
新
鋭
機
材
を
展
示
、

実
演
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
や
原
材

料
の
相
次
ぐ
値
上
げ
で
低
迷
し

て
い
る
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
業
界

の
現
状
を
打
破
し
よ
う
と
、
出

展
社
、
来
場
者
と
も
に
真
剣
な

姿
が
目
立
ち
ま
し
た
。 

 

午
前
十
時
の
開
場
か
ら
午
後

五
時
ま
で
に
約
三
百
名
が
会
場

を
訪
れ
た
模
様
で
す
。 

展

示

会

終

了

後

は

同

ビ

ル

二
階
の
イ
タ
リ
ア
料
理
の
レ
ス

ト
ラ
ン
に
於
い
て
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
、
組
合
関
係
者
や
出
展

者
な
ど
七
十
名
が
参
加
し
ま
し

た
が
、
早
く
も
来
年
の
開
催
に

つ
い
て
の
話
が
出
る
な
ど
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

※
詳
細
は
次
号
に 
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東

京

都

中

小

企

業

団

体

中

央
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
昨
年
九

月
に
実
施
し
た
「
中
小
企
業
組

合
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
に

関
す
る
取
り
組
み
状
況
実
態
調

査
」
の
結
果
を
報
告
書
と
し
て

ま
と
め
ま
し
た
。 

 

同
調
査
は
中
小
企
業
組
合
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
に
関

す
る
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

の
実
態
調
査
を
把
握
し
、
効
果

的
な
支
援
を
行
う
際
の
基
礎
資 

                     

料
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
た
も
の
。 

 

調
査
対
象
組
合
数
は
一
六
七

〇
組
合
、
回
収
組
合
数
は
九
五

五
組
合
、
回
収
率
は
五
七
・
二
％

で
し
た
。 

 

政
府
は
二
〇
五
〇
年
ま
で
に

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
ゼ
ロ

に
す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
を
目
指
す
こ
と
を
二
〇
二
〇

年
に
宣
言
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
よ
り
産
業
界
で
も
環
境
対

策
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
、
そ
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
中
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
が
、
事
業
を
継

続
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に

は
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み

を
従
来
に
も
増
し
て
実
施
す
る

こ
と
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。 

【
調
査
結
果(

要
旨)

】 

①
組
合
で
実
施
し
て
い
る
省

エ
ネ
も
し
く
は
環
境
に
関
す
る

取
り
組
み
の
状
況
に
つ
い
て 

 

省
エ
ネ
も
し
く
は
環
境
に
関

す
る
取
組
を
「
実
施
し
て
い
る
」

組
合
が
七
一
四
組
合(

七
四
・

八
％)

、
「
実
施
し
て
い
な
い
」

組
合
が
二
四
一
組
合(

二
五
・

二
％)

と
な
り
、
前
回
の
平
成
二

〇

年

度

調

査

と

比

較

す

る

と

「
実
施
し
て
い
る
」
組
合
が
五

〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
増
加
し
た
。 

 

そ
の
取
組
み
の
内
容
に
つ
い

て
は
複
数
回
答
で
「
電
気
、
ガ

ス
そ
の
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節

約
」
が
四
六
二
組
合(

四
八
・

四
％)

、
次
い
で
「
室
内
空
調
温

度
の
管
理
」
が
四
二
五
組
合(

四

四
・
五
％)

、 

②
組
合
が
省
エ
ネ
も
し
く
は

環
境
に
関
す
る
取
組
を
実
施
し

て
い
る
理
由
に
つ
い
て 

 

「
コ
ス
ト
の
削
減
」
が
四
五

八
組
合(

六
四
・
七
％)

で
最
も

多
く
、
次
い
で
「
業
務
改
善
」

が
二
五
六
組
合(

三
六
・
二
％)

「
廃
棄
物
の
減
量
」
が
二
一
七

組
合(

三
〇
・
六
％) 

 

前

回

調

査

と

比

較

す

る

と

「
コ
ス
ト
の
削
減
」
が
五
〇
ポ

イ
ン
ト
以
上
増
加
し
、
前
回
も

っ
と
も
多
か
っ
た
「
社
会
的
要

請
に
応
え
る
た
め
」
を
上
回
る

結
果
と
な
っ
た
。 

③
省
エ
ネ
も
し
く
は
環
境
に

関
す
る
取
組
の
効
果
に
つ
い
て 

 

「
コ
ス
ト
の
削
減
」
が
四
二

二
組
合(

五
九
・
九
％)

で
最
も

多
く
、
次
い
で
「
業
務
改
善
」

が
二
二
六
組
合(

三
二
・
一
％) 

「
廃
棄
物
の
減
量
」
が
二
二
五

組
合(

三
二
・
〇
％)

と
な
り
、

い
ず
れ
も
前
回
調
査
よ
り
も
大

幅
に
増
加
し
た
。 

④
組
合
が
省
エ
ネ
も
し
く
は

環
境
に
関
す
る
取
組
を
推
進
す

る
際
の
課
題
に
つ
い
て 

「
人
手
不
足
」
が
二
四
四
組
合

(

三
五
・
三
％)

、
次
い
で
「
手

間
が
か
か
る
こ
と
に
よ
る
業
務

効
率
の
低
下
」
が
二
一
〇
組
合

(

三
〇
・
三
％)

、「
組
合
に
お
け

る
優
先
順
位
が
低
い
」
が
二
〇

六
組
合(

二
九
・
八
％)

と
な
り
、

前
回
調
査
よ
り
も
増
え
た
。 

 

⑤
組
合
の
省
エ
ネ
も
し
く
は

環
境
に
関
す
る
取
組
に
対
し
て

必
要
な
支
援
内
容
に
つ
い
て 

 

「
省
エ
ネ
機
器
導
入
等
に
対

す
る
補
助
金
」
が
三
一
五
組
合

(

四
五
・
一
％)

、
次
い
で
「
環

境

経

営

に

関

す

る

情

報

の

提

供
」
が
二
二
〇
組
合(

三
一
・

五
％)

、
「
金
融
・
税
制
上
の
優

遇
措
置
」
が
二
〇
六
組
合(

二

九
・
五
％)

と
な
り
、
い
ず
れ
も

前
回
調
査
よ
り
も
増
え
た
。 

 

⑥
組
合
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環

境
に
関
す
る
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
取
得
状
況
に
つ
い

て 

 

「
取
得
す
る
予
定
は
な
い
」

が
六
四
一
組
合(

九
四
・
五
％) 

次
い
で
「
取
得
し
て
い
る
」
が

二
五
組
合(

三
・
七
％)

、「
取
得 

し
て
い
な
い
が
取
得
す
る
予 

                                 

「中小企業組合エネルギー・環境問題に 

関する取組状況実態調査報告書」より 

事業を継続発展させるためには 

環境に配慮したさらなる取組が必要 



定
」
が
十
二
組
合(

一
・
八
％)

の
順
と
な
っ
た
。 

 

⑦
組
合
で
取
得
し
て
い
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
に
関
す
る
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て 

 

省
エ
ネ
も
し
く
は
環
境
に
関

す
る
取
組
を
実
施
し
て
い
る
組

合
の
う
ち
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
を
取
得
し
て
い
る
と

回
答
し
た
二
五
組
合
に
つ
い
て

み
る
と
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」 

が
一
五
組
合(

六
〇
・
〇
％)

で

最
も
多
く
、
次
い
で
「
エ
コ
ア

ク
シ
ョ
ン

2
1

」
が
九
組
合(

三

六
・
〇
％)

、
「
そ
の
他
」
が
五

組
合(

二
〇
・
〇
％)

の
順
と
な

っ
た
。 

⑧
組
合
で
取
得
を
予
定
し
て

い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
に
関

す
る
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て 

 

省
エ
ネ
も
し
く
は
環
境
に
関

す
る
取
組
を
実
施
し
て
い
る
組

合
の
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
に

関
す
る
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
取
得
を
予
定
し
て
い
る

と
回
答
し
た
一
二
組
合
に
つ
い

て
み
る
と
、「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

2
1

」
が
十
一
組
合(

九
一
・
七
％)

と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
４
０
０
１
」
が
三
組
合(

二

五
・
〇
％)

、
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
５
０

０
１
」
が
二
組
合(

一
六
・
七
％)

と
な
っ
た
。 

⑨
組
合
が
省
エ
ネ
も
し
く
は

環
境
に
関
す
る
取
組
を
実
施
し

て
い
な
い
理
由
に
つ
い
て 

 

「
組
合
員
が
独
自
に
取
り
組

ん
で
い
る
」
が
一
一
七
組
合(

五

〇
・
四
％)

で
最
も
多
く
、
次
い

で
「
組
合
に
お
け
る
優
先
順
位

が
低
い
」
が
一
〇
六
組
合(

四

五
・
七
％)

、
「
人
手
不
足
」
が

七
四
組
合(

三
一
・
九
％)

と
な

っ
た
。
前
回
調
査
と
同
様
「
組

合
員
が
独
自
に
取
り
組
ん
で
い

る
」
が
最
も
多
か
っ
た
。 

⑩
組
合
員
が
実
施
し
て
い
る

省
エ
ネ
も
し
く
は
環
境
に
関
す

る
取
組
に
つ
い
て
組
合
が
把
握

し
て
い
る
内
容 

 

回
答
の
あ
っ
た
八
七
二
組
合

に
つ
い
て
み
る
と
「
電
気
、
ガ

ス
、
そ
の
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

節
約
」
が
五
一
〇
組
合(

五
八
・

五
％)

で
、
次
い
で
「
室
内
空
調

温
度
の
管
理
」
が
四
〇
〇
組
合

(

四
五
・
九
％)

、「
ク
ー
ル
ビ
ズ
、

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の
実
施
」
が
三

六
二
組
合(

四
一
・
五
％)

と
な

っ
た
。
こ
れ
は
①
の
質
問
「
組

合
が
現
在
実
施
し
て
い
る
取
組

の
状
況
」
と
同
じ
順
位
に
な
っ

て
い
る
。 

 
⑪

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
た
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン(

Ｇ
Ｘ)

に
つ
い

て 

 

回
答
の
あ
っ
た
九
〇
七
組
合

に
つ
い
て
み
る
と
、「
関
心
が
な

い
」
が
三
五
一
組
合(

三
八
・

七
％)

で
最
も
多
く
、
次
い
で

「
関
心
が
あ
る
」
が
三
〇
七
組

合(

三
三
・
八
％)

、「
必
要
性
を

感
じ
な
い
」
が
一
九
五
組
合(

二

一
・
五
％)

と
な
っ
た
。 

 

⑫
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン(

Ｇ
Ｘ)

に
関
す
る

具
体
的
な
取
組
内
容
や
検
討
内

容
に
つ
い
て 

具
体
的
な
取
組
内
容 

 

◆
脱
炭
素
に
関
係
す
る
資
料

等
を
組
合
員
へ
送
付 

 

◆
組
合
員
を
対
象
と
し
た
講

習
会
の
実
施 

 
◆
高
効
率
の
空
調
設
備
の
導

入 

 

◆
Ｅ
Ｖ
車
両
タ
ク
シ
ー
の
導

入 検
討
内
容 

 

◆
組
合
員
を
対
象
と
し
た
講

習
会
の
開
催 

 

◆
省
エ
ネ
機
器
へ
の
更
新
を

促
進
、
組
合
員
企
業
と
連
携
し
、

水
素
設
備
工
事
の
技
術
力
向
上 

 

◆
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
つ

い
て
の
各
種
情
報
収
集
、
組
合

員
へ
の
情
報
提
供 

⑬
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン(

Ｇ
Ｘ)

に
関
心
が

な
い
又
は
必
要
性
を
感
じ
な
い

理
由
に
つ
い
て 

 

「
組
合
に
お
け
る
優
先
順
位

が
低
い
」
が
二
七
六
組
合(

五

一
・
五
％)

で
最
も
多
く
、
次
い

で
「
人
材
が
い
な
い
」
が
二
〇

九
組
合(

三
九
・
〇
％)

、「
労
力

や
時
間
が
な
い
」
が
二
〇
三
組

合(

三
七
・
九
％)

と
な
っ
た
。 

⑭
国
等
が
実
施
し
て
い
る
脱
炭

素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
環
境
に
関
す
る
支
援
策
に

つ
い
て
組
合
が
利
用
し
て
い
る(

利

用
し
た
こ
と
が
あ
る)

も
の
に
つ
い
て 

 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
投
資
促
進
支

援
事
業
費
補
助
金(

経
済
産
業

省) 

 

地
域
型
住
宅
グ
リ
ー
ン
化
事

業(

国
土
交
通
省) 

 

二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策

事
業
費
等
補
助
金(

環
境
省) 

※
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン(

Ｇ
Ｘ)

と
は
、

化
石
燃
料
に
頼
ら
ず
、
太
陽
光

や
水
素
な
ど
自
然
環
境
に
負
荷

の
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

を
進
め
る
こ
と
。
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
。 

 

                                 



 
 

    

ラ
ベ
ル
組
合
、
正
札
シ
ー
ル

組
合
、
神
奈
川
シ
ー
ル
組
合
三

協
組
の
合
同
工
場
見
学
会
が
、

二
月
十
六
日(

金)

に
、
神
奈
川

シ
ー
ル
組
合
の
会
友
で
あ
る
長

野
県
の
株
式
会
社
カ
ナ
エ
の
本

社
工
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

初

め

に

同

社

の

志

川

社

長

か
ら
当
社
の
歴
史
か
ら
現
在
の

仕
事
内
容
な
ど
に
つ
い
て
お
話

頂
き
ま
し
た
が
、
同
社
は
今
年

度
の
目
標
売
り
上
げ
は
十
億
を

目
指
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

予
定
で
は
七
～
八
億
ぐ
ら
い 

 

    と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

主

な

取

引

先

な

ど

は

八

〇
％
以
上
が
商
業
系
な
の
で
、

某
有
名
洋
菓
子
店
や
長
野
県
内

外
の
有
名
な
お
店
の
お
土
産
な

ど
、
普
段
我
々
が
目
に
す
る
様

な
ラ
ベ
ル
の
仕
事
を
し
て
お
り

ま
し
た
。 

続
い
て
栗
原
工
場
長
、
栗
林

副
工
場
長
、
三
井
営
業
部
長
、

中
村
営
業
課
長
の
順
で
お
話
を

頂
き
、
そ
の
後
実
際
に
工
場
現

場
に
て
見
学
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

最

初

に

普

段

で

は

女

性

オ

ペ
レ
ー
タ
が
一
〇
畳
ぐ
ら
い
の

部
屋
で
デ
ー
タ
ー
を
取
り
出
し

フ
ィ
ル
ム
、
版
焼
き
、
か
ら
の

空
い
た
時
間
に
数
台
の
小
型
の

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
機
な
ど
を
一

人
で
回
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

今
回
は
休
暇
の
為
不
在
で
、
残

念
で
す
が
作
業
見
学
は
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。 

次

に

凸

版

印

刷

機

で

基

材

が
和
紙
で
墨
、
赤
の
二
色
で
キ

ノ
コ
の
瓶
の
ラ
ベ
ル
を
印
刷
し

て
い
ま
し
た
、
こ
の
平
圧
機
に

関
し
て
は
二
台
稼
働
し
て
お
り

一
人
で
二
台
見
て
い
る
感
じ
で

し
た
。 

後

は

主

に

稼

働

し

て

い

た

の
は

E
P

S
O

N
 

L
-4

0
3

3
A

W
 

L
-4

5
3

3
A

W
2

台
の
オ
ン
デ
マ

ン
ド
印
刷
機
（
デ
ジ
タ
ル
印
刷

機
）
で
し
た
。 

こ
の
内
の
一
台

L
-4

5
3

3
A

W

に
つ
い
て
は
、
女
性
の
オ
ペ
レ

ー
タ
さ
ん
が
就
い
て
お
り
、
印

刷
し
て
い
た
の
は
某
有
名
洋
菓

子
店
の
四
色
の
カ
ラ
ー
印
刷
で

か
な
り
綺
麗
に
印
刷
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。 

そ

の

印

刷

工

程

で

ス

リ

ッ

ト
を
し
て
巻
き
取
り
を
し
て
、

次
工
程
に
回
し
て
検
査
機
に
掛

け
る
も
の
は
回
し
、
そ
こ
で
ク

リ
ア
ー
し
た
物
は
客
先
に
よ
り

ま
す
が
、
巻
き
取
り
状
（
ロ
ー

ル
）
カ
ッ
ト
物
に
分
け
て
出
荷

す
る
そ
う
で
す
。 

 
一

部

見

学

出

来

な

い

所

も

あ
り
ま
し
た
が
、
社
内
、
工
場

内
は
と
て
も
整
理
整
頓
さ
れ
て

お
り
機
械
も
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
さ

れ
て
お
り
、
無
駄
な
く
動
き
、

少
人
数
制
で
う
ま
く
一
人
一
台

と
か
で
は
な
く
二
台
な
ど
回
し

て
い
ま
し
た
の
で
、
志
川
社
長

が
冒
頭
お
話
さ
れ
て
い
た
様
に

売
り
上
げ
一
〇
億
も
夢
じ
ゃ
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。 

ま

た

今

後

も

新

し

い

機

械

を
導
入
し
て
行
き
た
い
と
お
話

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
社
内
人

材
も
若
い
方
が
多
く
地
元
長
野

の
方
が
多
く
、
二
〇
代
～
三
〇

代
が
中
心
で
男
女
半
々
と
い
う

こ
と
で
し
た
。 

最
後
に
私
見
で
す
が
、
今
後

も
商
業
系
特
に
地
場
の
ラ
ベ
ル

な
ど
多
々
あ
り
数
量
は
少
な
く

な
っ
て
来
た
と
お
話
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
が
、
設
備
、
技
術
、

営
業
力
が
あ
り
ま
す
の
で
非
常

に
羨
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。 

(

写
真
は
同
社
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
よ
り 

執
筆
・
保
坂
知
彦) 

                  

                                 

 

三
協
組
合
同
工
場
見
学
会
が 

 
 

長
野
㈱
カ
ナ
エ
の
最
新
鋭
工
場
を
見
学 

第５８回通常総会 

５月１７日(金)・上野東天紅 

出席は義務ではなく権利です 



   
■
会
社
破
産
と
会
社
倒
産
と

の
違
い
は
何
か 

最

近

ま

た

企

業

倒

産

が

増

え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

「
会
社
倒
産
」
と
「
会
社
破
産
」

と
は
何
が
ど
う
違
う
の
で
し
ょ

う
か
。 

会
社
破
産
と
は
、
債
務
超
過

や
支
払
い
不
能
と
な
り
経
営
が

困
難
に
な
っ
た
会
社
が
裁
判
所

に
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
会
社
の
清
算
を
行
う
手

続
き
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

 

会
社
破
産
を
し
た
場
合
に
は
、

破
産
時
点
で
保
有
し
て
い
る
会

社
の
資
産
を
換
価
処
分
さ
れ
、

こ
れ
を
す
べ
て
の
債
権
者
に
平

等
に
配
当
し
て
の
返
済
が
行
わ

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
会
社
破
産

の
手
続
き
が
す
べ
て
終
了
し
た

時
点
で
会
社
の
法
人
格
は
消
滅

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
会
社
破
産
と
似

た
言
葉
に
「
会
社
倒
産
」
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
破
産
も

倒
産
も
同
じ
も
の
だ
と
考
え
て

い
る
方
が
多
い
で
す
が
、
実
際

に
は
ま
っ
た
く
別
の
も
の
で
す
。 

 

会
社
倒
産
は
、
法
的
な
定
義 

は
な
く
、
一
般
的
に
業
績
不
振 

   

に
よ
っ
て
債
務
の
返
済
が
出
来

ず
、
事
業
を
継
続
で
き
な
い
状

態
を
指
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
以
下
の

よ
う
な
、
さ
ま
ざ
ま
な
倒
産
手

続
き
を
含
む
概
念
を
い
い
ま
す
。 

・
破
産 

・
特
別
清
算 

・
民
事
再
生 

・
会
社
更
生 

・
特
定
調
停 

・
私
的
整
理 

 

■
会
社
破
産
は
ど
の
よ
う
な

場
合
に
で
き
る
の
か 

経

営

が

苦

し

く

な

っ

た

と

い
う
だ
け
で
は
会
社
破
産
を
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
会
社

破
産
を
す
る
た
め
に
は
、
破
産

法
が
規
定
す
る
破
産
手
続
き
開

始
原
因
が
あ
る
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
法
人
の
破
産
手
続

開
始
原
因
と
し
て
は
、
以
下
の

二
つ
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

① 

支
払
不
能 

支
払
不
能
と
は
、
債
務
者
が
支 

払
能
力
を
欠
き
、
弁
済
期
に
あ

る
債
務
に
つ
い
て
、
一
般
的
か

つ
継
続
的
に
返
済
す
る
こ
と
が

困
難
な
状
態
で
あ
る
こ
と
を
い 

い
ま
す
。
一
時
的
な
資
金
不
足 

   

に
よ
り
、
支
払
い
が
で
き
な
い

と
い
う
場
合
に
は
、
支
払
不
能

に
は
あ
た
ら
ず
、
継
続
的
に
弁

済
で
き
な
い
と
い
う
状
況
で
あ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

②
債
務
超
過 

 

債
務
超
過
と
は
、
債
務
者
の

財
産
だ
け
で
は
債
務
を
完
済
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
会
社
の
財
産

を
す
べ
て
売
却
し
た
と
し
て
も
、

す
べ
て
の
債
務
を
返
済
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
れ
ば
、

債
務
超
過
と
認
め
ら
れ
ま
す
。 

 

■
会
社
破
産
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト 

 

会
社
破
産
の
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
会
社
が
負
っ
て
い
る
債

務
を
す
べ
て
清
算
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
点
で
す
。
会
社

破
産
の
手
続
き
が
開
始
さ
れ
る

と
、
破
産
債
権
者
か
ら
の
取
立

て
は
禁
止
さ
れ
る
た
め
停
止
し

ま
す
し
、
会
社
破
産
の
手
続
き

が
終
了
す
れ
ば
、
会
社
の
法
人 

格
は
消
滅
し
ま
す
の
で
、
借
金

の
返
済
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
負
担
か
ら
解
放
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
会
社
破
産
は
、
裁
判 

所
を
通
し
て
行
う
法
的
な
倒
産

手
続
き
に
な
り
ま
す
。
裁
判
所

に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
た
破
産
管

財
人
が
財
産
の
換
価
や
配
当
手

続
き
を
行
い
ま
す
の
で
、
債
権

者
の
平
等
も
担
保
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
債
権
者
の
納
得
が
得

や
す
く
、
会
社
の
経
営
者
が
債

権
者
の
矢
面
に
立
っ
て
手
続
き

を
行
う
必
要
も
な
く
、
ま
た
、

従
業
員
や
取
引
先
な
ど
の
関
係

者
へ
の
迷
惑
を
最
小
限
に
で
き

る
点
も
メ
リ
ッ
ト
。 

 

従
業
員
と
の
関
係
で
は
、
会

社
破
産
の
手
続
き
を
と
れ
ば
、

会
社
が
給
与
を
支
払
え
な
い
場

合
で
も
「
未
払
賃
金
立
替
払
制

度
」
を
利
用
で
き
、
給
与
の
一

部
を
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
ま
た
、
取
引
先
と
の
関
係

で
も
、
不
良
債
権
を
現
状
よ
り

増
や
す
の
を
押
さ
え
る
こ
と
が

で
き
、
早
期
に
貸
倒
れ
の
処
理

を
す
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は 

①

当

該

会

社

で

の

事

業

を

継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
い 

②

連

帯

保

証

を

し

て

い

る

場
合
は
、
経
営
者
の
個
人
資
産

も
破
産
の
申
し
立
て
対
象
に
な

り
ま
す
。 

 

引
用
資
料
・v

b
e

s
t.jp

 

                                 

ご
存
知
で
す
か
？ 

会
社
の
破
産
と
倒
産
は
ま
っ
た
く
別
物
で
す 

https://corporate.vbest.jp/columns/6433/


■

抗
生
物
質
と
は 

 
抗
生
物
質
と
は
、
細
菌
を
死

滅
さ
せ
た
り
、
細
菌
の
増
殖
を

抑
え
る
薬
の
こ
と
で
す
。
細
菌

が
原
因
で
起
こ
る
感
染
症
の
治

療
に
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

抗
生

物
質
は

細
菌

に

は
た

ら
く
薬
の
た
め
、
細
菌
以
外
の

病
原
体
で
あ
る
ウ
イ
ル
ス
に
は

一
切
無
効
で
す
。 

              

た
と
え
ば
、
風
邪
を
引
い
た

時
に
抗
生
物
質
を
処
方
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
風

邪
の
一
〇
～
二
〇
％
が
細
菌
に

よ
る
感
染
が
原
因
と
さ
れ
て
い

る
た
め
で
す
。 

八

〇

～

九

〇

％

を

占

め

る

ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
風
邪
に

は
、
抗
生
物
質
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
ウ
イ
ル
ス
性
の
感
染
症

に
は
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
を
使
用

し
ま
し
ょ
う
。 

■

抗
生
物
質
の
種
類 

抗

生

物

質

に

は

数

百

種

類

も
の
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

作
用
や
特
徴
、
系
統
な
ど
で
分

類
分
け
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
ず
は
一
部
の
代
表
的
な
医
薬

品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

抗
生
物
質
は
大
き
く
分
け
て

「
静
菌
性
」
と
「
殺
菌
性
」
の

二
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

静

菌

性

は

細

菌

の

発

育

速

度
を
抑
え
、
殺
菌
性
は
細
菌
を

直
接
死
滅
さ
せ
ま
す
。
必
ず
し

も
殺
菌
性
が
静
菌
性
よ
り
優
れ

て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

 

静
菌
性
抗
生
物
質
と
は
、
増

殖
中
の
細
菌
の
発
育
速
度
を
抑

え
る
物
質
で
す
。「
細
菌
の
増
殖

を
抑
え
る
だ
け
」
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
そ
の
後
、
人
間
自

ら
の
免
疫
力
で
細
菌
を
殺
す
こ

と
で
、
結
果
的
に
感
染
症
を
治

療
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

殺
菌
性
抗
生
物
質
と
は
、
増

殖
中
の
細
菌
を
殺
す
作
用
の
あ

る
物
質
で
す
。
作
用
が
強
い
た

め
、
そ
の
分
副
作
用
も
強
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
免
疫
力
が
低

下
し
て
い
た
り
、
重
篤
な
感
染

症
の
場
合
に
は
殺
菌
性
の
抗
生

物
質
を
使
用
し
ま
す
。 

 

静

菌

性

で

は

テ

ト

ラ

サ

イ

ク

リ

ン

系

、
マ

ク

ロ

ラ

イ

ド

系

が

あ

り

、
殺

菌

性

で

は

ペ

ニ

シ

リ

ン

系

、
セ

フ

ェ

ム

系

、

ホ

ス

ホ

マ

イ

シ

ン

系

、

キ

ノ

ロ

ン

系

が

あ

り

ま

す

。 

■

ペ
ニ
シ
リ
ン
系 

 

ペ

ニ

シ

リ

ン

系

は

細
菌
の

細
胞
壁
の
合
成
を
阻
害
す
る
こ

と
で
、
細
菌
を
死
滅
さ
せ
る
薬

で
、
人
類
初
の
抗
生
物
質
で
、

当
時
不
治
の
病
で
あ
っ
た
肺
炎

や
破
傷
風
な
ど
の
伝
染
病
を
治

し
ま
し
た
。
長
い
歴
史
が
あ
る

た
め
、
世
界
中
で
最
も
広
く
使

わ
れ
て
い
る
抗
生
物
質
で
す
。

副
作
用
は
少
な
く
、
妊
娠
中
で

も
最
も
安
全
に
使
用
で
き
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
代
表
的
な
疾

患
と
し
て
は
、
梅
毒
、
淋
病
、

肺
炎
、
急
性
気
管
支
炎
、
咽
頭

炎
、
扁
桃
炎
、
中
耳
炎
、
結
膜

炎
、
も
の
も
ら
い
な
ど
で
す
。 

■
エ
フ
ェ
ム
系 

 

エ

フ

ェ

ム

系

は

ペ
ニ
シ
リ

ン
系
に
近
い
抗
生
物
質
で
、
細

菌
の
細
胞
壁
の
合
成
を
阻
害
す

る
こ
と
で
、
細
菌
を
死
滅
さ
せ

る
薬
で
す
。
開
発
さ
れ
た
世
代

に
よ
っ
て
、
第
一
世
代
～
第
四

世
代
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
副
作

用
は
少
な
い
方
で
す
が
、
発
疹

や
下
痢
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

 

代
表
的
な
疾
患
と
し
て
は
、 

咽
頭
炎
、
扁
桃
炎
、
気
管
支
炎
、

中
耳
炎
、
副
鼻
腔
炎
、
も
の
も

ら
い
な
ど
で
す
。 

■

マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
系 

 

細
菌

の
タ
ン

パ
ク
質

の
合

成
を
阻
害
す
る
こ
と
で
、
細
菌

の
増
殖
を
抑
え
る
薬
で
す
。 

ペ
ニ
シ
リ
ン
系
や
セ
フ
ェ
ム
系

で
は
無
効
な
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ

マ
や
ク
ラ
ミ
ジ
ア
に
も
有
効
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。 

副

作

用

は

少

な

い

方

で

す

が
、
吐
き
気
や
胃
痛
、
軟
便
の

症
状
が
稀
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

併
用
薬
の
代
謝
を
強
く
阻
害
す

る
た
め
、
飲
み
合
わ
せ
に
注
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

代
表
的
な
疾
患
と
し
て
は
、 

梅
毒
、
淋
病
、
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ

マ
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
、
咽
頭
ク
ラ

ミ
ジ
ア
、
咽
頭
炎
、
副
鼻
腔
炎
、

気
管
支
炎
な
ど
で
す
。 

「
重
症
」
、
「
緊
急
に
対
処
が

必
要
」
、
「
栄
養
や
水
分
の
補
充

が
必
要
」
な
ど
、
直
ち
に
薬
の

効
果
を
発
揮
さ
せ
る
と
き
は
点

滴
を
行
い
ま
す
。 

【
参
考
資
料
】 
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No203 健康がいちばん !   

抗生物質には数百種類も 

細菌の死滅、増殖を抑制  

https://okusurinavi.shop/list.php?category=%E6%80%A7%E7%97%85%E3%83%BB%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87&sub_category=%E6%A2%85%E6%AF%92
https://okusurinavi.shop/list.php?category=%E6%80%A7%E7%97%85%E3%83%BB%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87&sub_category=%E6%B7%8B%E7%97%85
https://okusurinavi.shop/list.php?category_b=%E5%8F%A3%E3%83%BB%E3%81%AE%E3%81%A9&sub_category_b=%E5%92%BD%E9%A0%AD%E7%82%8E
https://okusurinavi.shop/list.php?category_b=%E5%8F%A3%E3%83%BB%E3%81%AE%E3%81%A9&sub_category_b=%E5%92%BD%E9%A0%AD%E7%82%8E
https://okusurinavi.shop/list.php?category_b=%E5%8F%A3%E3%83%BB%E3%81%AE%E3%81%A9&sub_category_b=%E6%89%81%E6%A1%83%E7%82%8E
https://okusurinavi.shop/list.php?category_b=%E7%9C%BC&sub_category_b=%E7%B5%90%E8%86%9C%E7%82%8E
https://okusurinavi.shop/list.php?category_b=%E7%9C%BC&sub_category_b=%E7%B5%90%E8%86%9C%E7%82%8E
https://okusurinavi.shop/list.php?category_b=%E7%9C%BC&sub_category_b=%E3%82%82%E3%81%AE%E3%82%82%E3%82%89%E3%81%84%E3%83%BB%E3%82%81%E3%81%B0%E3%81%A1%E3%81%93
https://okusurinavi.shop/list.php?category_b=%E5%8F%A3%E3%83%BB%E3%81%AE%E3%81%A9&sub_category_b=%E5%92%BD%E9%A0%AD%E7%82%8E
https://okusurinavi.shop/list.php?category_b=%E5%8F%A3%E3%83%BB%E3%81%AE%E3%81%A9&sub_category_b=%E6%89%81%E6%A1%83%E7%82%8E
https://okusurinavi.shop/list.php?category_b=%E9%BC%BB&sub_category_b=%E5%89%AF%E9%BC%BB%E8%85%94%E7%82%8E%E3%83%BB%E8%93%84%E8%86%BF%E7%97%87
https://okusurinavi.shop/list.php?category_b=%E7%9C%BC&sub_category_b=%E3%82%82%E3%81%AE%E3%82%82%E3%82%89%E3%81%84%E3%83%BB%E3%82%81%E3%81%B0%E3%81%A1%E3%81%93
https://okusurinavi.shop/list.php?category_b=%E7%9C%BC&sub_category_b=%E3%82%82%E3%81%AE%E3%82%82%E3%82%89%E3%81%84%E3%83%BB%E3%82%81%E3%81%B0%E3%81%A1%E3%81%93
https://okusurinavi.shop/list.php?category=%E6%80%A7%E7%97%85%E3%83%BB%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87&sub_category=%E6%A2%85%E6%AF%92
https://okusurinavi.shop/list.php?category=%E6%80%A7%E7%97%85%E3%83%BB%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87&sub_category=%E6%B7%8B%E7%97%85
https://okusurinavi.shop/list.php?category=%E6%80%A7%E7%97%85%E3%83%BB%E6%84%9F%E6%9F%93%E7%97%87&sub_category=%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%9F%E3%82%B8%E3%82%A2
https://okusurinavi.shop/list.php?category_b=%E5%8F%A3%E3%83%BB%E3%81%AE%E3%81%A9&sub_category_b=%E5%92%BD%E9%A0%AD%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%9F%E3%82%B8%E3%82%A2
https://okusurinavi.shop/list.php?category_b=%E5%8F%A3%E3%83%BB%E3%81%AE%E3%81%A9&sub_category_b=%E5%92%BD%E9%A0%AD%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%9F%E3%82%B8%E3%82%A2
https://okusurinavi.shop/list.php?category_b=%E5%8F%A3%E3%83%BB%E3%81%AE%E3%81%A9&sub_category_b=%E5%92%BD%E9%A0%AD%E7%82%8E
https://okusurinavi.shop/list.php?category_b=%E9%BC%BB&sub_category_b=%E5%89%AF%E9%BC%BB%E8%85%94%E7%82%8E%E3%83%BB%E8%93%84%E8%86%BF%E7%97%87
https://okusurinavi.shop/column/std7.php

